
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理中にこんろの火が袖口などに燃え移ると大変危険です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

住警器の鳴動によって、未然に火災の発生を防げた事例は多数あります。 

例：鍋に火をかけたまま、その場から離れた際に煙が発生し、台所に設置した
住警器が作動、警報音を聞いた居住者が駆け付け火災には至らなかった。 

 

また、住警器の耐用年数は約１０年と言われています。 
 

設置から１０年を目安に本体を交換しましょう！ 

      住警器のバトンタッチ！！ 

 
【救急車を呼ぶか迷った場合は】 

 

病院に行くか、救急車を呼ぶか、迷ったときは、「＃７１１９」東京消防庁救急
相談センターにご相談いただくか、ご自身で病気やけがの緊急度がチェックでき

る東京版救急受診ガイドをご利用ください。  

こちらからも繋がります。 （多摩地区）０４２－５２１－２３２３ 

※救急出動件数が年々増加傾向にあり、救急車が不足しています。
救急車の適正利用にご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

市民の皆様へのお便り 
 

令和５年１０月 
No.２４５ 

 
青梅防火防災協会 

青梅消防署 

防火・防災に関するお問合せ    
青 梅 消 防 署 青梅市師岡町３－２－５    ０４２８－２２－０１１９ 
日向和田出張所 青梅市日向和田２－３０９－１ ０４２８－２４－０１１９ 

長 淵 出 張 所 青梅市長淵３－２０３－３   ０４２８－２１－０１１９ 

 

≪住宅用火災警報器の維持管理≫ 
 

東京版救急受診ガイド（ウェブ版） 

 

STOP！着衣着火 

着衣着火防止のポイント 

● 調理中は、マフラー・ストールなどは外し、すそや袖が広がっている服

は避けましょう。 

● こんろのまわりに物を置かない。こんろの周りの物を取る時に、着衣に

燃え移る事例が発生しているので注意しましょう。 

● 鍋等の底から炎がはみ出さないよう、適切な火力に調整しましょう。 

● カセットこんろ等は取り扱い説明書を、よく読んで正しく使いましょう。 
    

 

     

  

 

 

    

火が接しても着火しにくい防炎品のエプロン・アームカバーを使い、調理中の着衣着火を予防しましょう。         

        

 
 このラベル

が目印！ 

掲示板用 

 

 
 



 

 

 

 

 

 
 

 

 


